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問題意識



なぜ米沢の繊維産業に注目するのか？

①江戸時代から大正時代を過ごしていた民の「労働観」
を、現代の「労働」の観点から解釈することに対する
疑義

•お勤め、労役、年貢（納税相当）、商工

①多極化する可能性のある（基本的価値を共有する国家群のみで労
働を捉えるという意義の相対的な低下が見込まれる）将来を鑑みる
と、西洋型と日本型の理解に留まるのではなく、アジ
ア型などにも適用できる概念の模索も期待されている
のではないか



米沢の繊維産業の歴史
（江戸時代～大正時代）

• 米沢に注目する理由
• 江戸時代後期 繊維産業
明治時代 繊維産業
大正時代 繊維産業

一部、昭和初期を含む

市立米沢図書館デジタルライブラリー所収

上杉城史苑

https://www.library.yonezawa.yamagata.jp/dg/index.html
https://www.uesugijoshien.jp/


なぜ米沢の繊維産業に注目するのか？

① 小規模事業所の多さと製造品出荷額の相対的な低さ
事業所19.5%（55事業所）、従業者数7.9%、製造品出荷額等1.1%
『令和２年米沢市の工業工業統計調査結果報告書』の「2. 調査結果の概要」より

② 洋装と和装の併存している地域
人絹発祥の地であるとともに生糸工場も操業

③ 資料の蓄積の多さ
地場産業の形成過程、江戸時代後期から近年に至る暮らしの記録
武家、農家、職工に分けたかたちで大枠を整理可能

④ 上杉藩の影響を今も残している
⑤ 産業関連の委員会のメンバーに繊維産業（地場産業）も参加しており、

産業、観光業が令和時代においても一定の影響を有している

https://www.city.yonezawa.yamagata.jp/soshiki/2/1006/6/2/1/6114.html
https://www.city.yonezawa.yamagata.jp/material/files/group/7/R2gaiyo.pdf
https://www.suzukishoten-museum.com/footstep/history/cat3/cat2/


米沢の繊維産業（江戸時代）
① 青苧から絹

職人の招聘
② 上杉冶憲藩主 小野[1990], p.194.

桑の植樹、殖産興業、大倹約令、藩校（興譲館）の創設、
農業開発・治水、下級武士や農家の内職が盛んになる

竹俣当綱国家老の進言によって推進
製織技術の模索を経て「縮布」の生産に至る

③ 青苧による麻織物から絹織物に移行
過渡期 寛政４年（ 1792年）前後
改良期 文化時代（ 1804～1818年）

蚕種、養蚕、製糸、糸織、米沢織の隆盛
全盛期 文政時代・天保時代（1818～1830年・1830～1844年）

④ 販路の拡大
⑤ 環境の悪化と苦境、好況



米沢の繊維産業（明治時代）
① 上杉家が15,000円の私財を投じるかたちで舘山村に米沢製糸

場（華士族結社所有）を建設 1877年
・上杉茂憲伯爵が大久保利通卿の訪問を契機に、製糸場建設の緊急
性を痛感。

・日本を欧米列強に比肩させる富国強兵の一環。
② 水車機の発明 発明者:佐々木右衛門氏

・米沢製糸場の約２倍の生産効率。1880年時点
③ 金禄公債を原資に武士から機業に移行 渡部・小沢編[1980], p.223. p.242. p.267.

・織機（公債機）や生糸の購入に充てる。
・ 400軒超の機業の8割以上は士族だった模様。

④ 商人、武士を中心に資本家が増える
下級武士の妻女を含む農民を中心に労働者が増える

出自の混在する労働観。一面的な解釈から捉え難い。



米沢の繊維産業（大正時代）
① 製糸場の厳しい労働環境 『綿糸紡績職工事情』

・寄宿工等の逃亡者数の多さから当時の基準でも厳しい労働環境
・瞬間的だが、1917年下期に傾奇者が出現
休日の無声映画の観覧が流行る（1900年開演）

② 経営環境の激動
・複数回の好況と不況、複数回の天災 補１

 ・機（ハタ）関連の事業者と全国展開している総合商社の活動との併存
富を築く機関連の資本家、規模を問わない倒産の頻発

③ 米沢大火[1919]を契機に力織機の導入が急速に進む
・小規模事業所の多さという特性が発現

資本家と労働者という分かりやすい視点で
解釈することに疑問を抱かざるを得ない

初任給
巡査18円、教員12～20円、大
手の銀行員45円、大工の日当1
円の年。120円の女工の珍しく
ない年が3年程度あった。

https://dl.ndl.go.jp/pid/801149/1/48


概念の選択

•拠り所となる概念の模索
•通過儀礼



概念の選択

①拠り所となる概念の模索 江戸時代末期～
・労務管理？ 労務理論？
・西洋の理論で説明し難いことは「日本的経営」？

「作り込みの本質の一面は如何なる製造諸条件にも拘り無く、契約と責任の範囲
を超えてあらゆる場合に不良品を供給しないという一種の思想運動」（清晌一郎
[1990], p.91.） 自動車部品メーカーの日米比較

②経営学や労務理論以外の概念の模索
・多様な文化を有している、米沢以外の地域（新興国を含む）
にも適用し得る概念

通過儀礼



通過儀礼

•通過儀礼の概念
•通過儀礼（農家）
通過儀礼（商家と職工（町方））
通過儀礼（武家）



通過儀礼の概念
①ファン・ヘネップ[1909]

・民俗学や宗教学における考察対象だが、経営学では殆ど注目
をされてこなかった。

②及川祥平[2020]
各種の「通過」による属性の更新や賦活性を分析する枠組（p.4.）
・日本ではあらかじめ人生の全体を網羅するものとして意味づけ
られていた。（p.11.）

ある個人の一生は、誕生、社会的成熟、結婚、父親になること、あるいは階
級の上昇、職業上の専門化および死といったような、終わりがすなわち初めと
なるような一連の階梯からなっているのである。これらの区切りの一つ一つに
ついて儀式が存在するが、その目的とするところは同じである。つまり、個人
をある特定のステータスから別の、やはり特定のステータスへと通過させるこ
とに目的がある。（p.14.）



通過儀礼（農家） 補２
① 村の存続に必須となる能力を満たすことが重要 武田[1990], p.358.

② 若年層と一人前との境界
・村の共同体に一員として認められること

③ 年貢を納められること、冠婚葬祭を含む村の作法を身につけ振
舞えること、労役に耐えられること

④ 村落共同体の円滑な運用に貢献できる能力 莅戸・中條[1801]

⑤ 飯豊山登拝のように地域特有の儀式をもって、人生の節目を明
確にするライフイベント 武田[1990], p.358.

一人前に納税でき、かつ、労役に耐えられること
村落共同体への貢献能力



通過儀礼（商家と職工（町方））
古着や布（古手、古着、太物）の記述が多い。

• 質素倹約を美徳とする武家社会の米沢において、呉服店の資料は少ない。
武家社会に組み込まれていた模様。武田・奥村[1990], p.210.

商家の「一人前」
職と行儀作法の修得

• 主に「見て習う」こと
• 失敗すれば恥をかくという「恥の教育」

職工の「一人前」
職と行儀作法の修得（商家と同様）

• 体面を保ちつつ手に職をつけていた武士と内職として機織をしていた武士
の配偶者にとって、俸禄公債による新たな生業を模索するうえで、繊維産
業は親和性があったと考える。

見て習う
恥の教育



通過儀礼（武家）概要
• 農家と商家・職人と異なる点を有している
• 明治時代前後で通過儀礼が変化
定める主体が、藩・幕府から華族・国家に移行

通過儀礼を３つに分類
1. 江戸時代
2. 士族授産政策後 下級武士～上級武士
3. 旧藩の武家主導の仕組みの模索と構築 主に華族



通過儀礼（武家）分類１
江戸時代

• 上杉藩は軍神の毘沙門天を崇拝 山田[1740]

通過儀礼
• 親から刀一振りと裃や羽織をもらう「元服」の式 武田[1990], p.358.

• 「水包め」 1600年頃～1930年代半 武田[1990], p.363.

目的は米沢藩士族の子弟の錬成
農村の若衆組の行事と全く重なるものだった

元服に至るまでに作法を修得
元服



通過儀礼（武家）分類２
士族授産政策後

• 「卒」はもとより、上級士族の「侍組」の給付であって
も従来の生活を維持し難くなる

• 機業に転換した旧藩士は、武家としての通過儀礼の必要
性に迫られなくなったと推察

通過儀礼
• 一人前の職工としての技能、または、優れた小規模事業
所以上の企業経営者になるための修養

繊維産業にかかる技能の修得
小規模事業所以上の規模の経営者としての資質



通過儀礼（武家）分類３-背景1

日本の立身出世主義 見田宗介[2012]

• 中央（東京）を志向すると同時に家郷（母、故郷）も志向
するという準拠集団の両極性 p.197.

• 消極的な面
天皇制国家のうちの諸矛盾をつくろうこと

• 積極的な面
政治上の急激な変革抜きの生産力の急速な発展という支
配層の要請に沿う「上からの産業革命」を推進する主体
的な条件を用意すること pp.208-220



通過儀礼（武家）分類３-背景2
日本型育英事業の思想 布施賢治[2022]

• 明治初期
旧藩時代の武術・学問を修養して、城下町を中心に旧藩に属する
武士同士としてのまとまりを維持していたことを背景に、その在
り方を模索。p.15.

• 明治後期から大正前期にかけて
米沢の青年を高等教育機関や軍学校に進学させて（支援をして）
成果を挙げて国家の諸分野において名声と影響力を行使すること
で、旧藩や士族にとっての利益として他の階層や集団に対して地
域社会を動かす主導権を獲得する仕組みを構築 p.15.
 封建的・排除的な特徴を持った「武士の育英会事業」では、武士の伝統と
しての軍事を重んじる自由と管理、報恩や義務、尚武の観念を教育に馴染
むかたちに適用する熱源になった。

• 大正時代
中等教育機関への進学率の低さに加えて、郷土像の動揺、高等教
育批判、軍人人気低下を伴う大正デモクラシーは、比較的上層に
限られた封建的で排除的な特徴を残しており、「武士の育英会事
業」を動揺させていく



通過儀礼（武家）分類３
旧藩の武家主導の仕組みの模索と構築

• 華族（公爵、侯爵、伯爵、子爵、男爵）は、中央集権体制において求められる貢献を
果たしながら（米沢士族の新たな身の置き方を含む）米沢の利益を模索。

• 米沢の地を旧家臣団が護りながら優れた米沢の青年を中央（東京）の高等学校や
軍学校に遊学させる支援をして、その後、国家の諸分野において名声や影響力
を行使できる職位・職階に至ることで、支援者ひいては米沢にその利益を還流
させる仕組みを構築。

通過儀礼
• 中央集権体制に馴染む軍人の通過儀礼に移行したことを背景に、
高等学校や軍学校に入学すること、そのうえで、国家の諸分野において名声や
影響力を行使できる職位・職階に至ること

• 武家の体面を保つ一環として、経営を学ぶための基礎知識を修得する機会も求
めていたとも考えられる

旧藩の名声や影響力を高めつつ米沢の利益を増やせる人材
大企業の経営者としての資質 現在も続いている通過儀礼、

限りなくなくなった通過儀礼が混在



到達点と今後の課題



到達点 今後の課題
1. 武家以外の商家、職工、農家における「通過儀礼」は、労働や経営と

いうよりも、家族やコミュニティーにおける一人前として果たすべき
務めだった。

2. 旧米沢藩のまとまりを保っている武家における「通過儀礼」は、旧藩
や地域に富や名声を還流させる人材（中央政府に影響力を持てる地域就くという官位
の更新を遂げて、旧米沢藩と地域を賦活できる人材）になることであった。

到達点
江戸時代後期から大正時代にかけての労働観に相当する行為は労
働と経営と権威の混在している状態であり、通過儀礼という観点
から説明できる。

今後の課題
米沢以外の地域にも適用可能か否か。
令和時代においても適用可能か否かの検討に至っていない。
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補足資料１

表．米沢における大正期の経営環境．



補足資料２

表．近代農家の種別仕事量．
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